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研究成果の概要（和文）：昨今の情報革命・流通革命は、サイバー環境におけるハッキングや複製権侵害、海賊商法の
横行のみならず「海賊党」の宣言がなされる時勢を迎えている。これは、一面では、現在の技術革新に法体系が追いつ
かない状況を反映しているが、また他面では、ここ500年の世界史を踏まえた正義観や国際秩序が崩壊を遂げようとし
ている前兆に他なるまい。本研究では、あらたな秩序と反秩序との関係を模索した。具体的な提言は、刊行を予定する
日本語の論文集および英文での会議報告書により公開される。

研究成果の概要（英文）：Piracy has become one of the main concerns of the contemporary society. The 
accusation of the rights infringement (from the established regime) may be objected by the opposing legal 
claim (especially by the piracy parties in the parliament). Obviously, the regulations of the current law 
are no longer capable of catching up with the latest technological innovations. But it also reveals that 
the present Western ethics and moral codes can no longer put under control the current globalization. The 
established world order is collapsing. A new model to cope with the intricate dependency of the order and 
the disorder should be searched for. By way of investigating into the illegal looking “art of survival” 
by the piracy, the present research under the grant-in-aide will publish its outcome as well as concrete 
proposals in a book-form collected papers of the contributors in Japanese as well as in Proceedings of an 
International Research Symposium.

研究分野：文化交渉史
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１．研究開始当初の背景 
現在の世界秩序は大きな転換期を迎えてい
る。長期的には大航海時代以来 500 年の世界
史の覇権に関する基本構造、中期的には帝国
主義世界制覇からその残存としてのヤルタ
体制の崩壊、さらに短期的にはインターネッ
ト環境の展開にともなう電子情報流通・商取
引の抜本的な変貌といった要素が複合する。
その結果として実体経済より巨大な金融経
済、仮想現実の拡大、先端技術の革新などが
結果した。だがこうした革新に対して社会秩
序や倫理観は遅れを取っており、相互には齟
齬や軋みが広がっている。本研究ではこうし
た背景を「海賊」という術語で総合的、学際
的、国際的に検討することを志した。 
２．研究の目的 
⑴南欧ついで西欧による世界覇権の確立と
海賊との関係を500年の世界史の視野におい
て再考察する。⑵従来の美術史学の枠を超え、
商品流通という交易の見地から海賊商法の
実態を解明する。⑶「著作権」や「複製権」
が現在では商取引の実際や現実と齟齬をき
たしている実態に鑑み、それらの法概念の萌
芽から機能不全にいたる法律的問題を、法社
会学あるいは人類学的に検討する。⑷国際法
の成立過程とその現状における問題点を海
賊行為から再考察する。⑸電子機器、オンラ
インでの商取引と従来の国民国家体制との
矛盾を、文化的価値観・倫理観の次元にまで
掘り下げて問い直す。 
３．研究の方法 
具体的には、「海賊行為」を以下の 5点から
検討する。⑴大航海時代の世界分割から今日
にいたる世界秩序形成。⑵東西交易における
公認の貿易と密貿易⑶著作権・複製権の確立
および近年におけるその破綻状況。⑷国際法
確率過程と、帝国主義の先兵としての海賊行
為。⑸商品・情報における海賊版の実態と現
行法制との不一致。これらの課題ごとに分科
会を組織し、国内国外の学会と連携しつつ調
査・研究を進め、その成果を内外の研究者共
同体と共有し、将来に向けての提言をまとめ
る。 
４．研究成果 
⑴論文集刊行事業：５つの分科会を設定し、
初年度よりインド・台湾などの学会で研究実
績を発表した。2 年次および 3 年次には成果
論集の取り纏めのための討論会を実施、2015
年 12 月には原稿を集め『海賊史観からみた
世界史の再構築（仮題）』として 2017 年度内
出版を準備中である。研究終了に先立つ 2016
年 3月段階で出版社より出版計画の承認を得
て、現在、最終編集作業を進行中である。 
⑵研究代表者・研究分担者による関連業績：
研究代表者・稲賀は単著『接触造形論』(名
古屋大学出版会、2016 年)ほかに、研究成果
の一部を収録した。その他の研究分担者、研
究協力者による成果は、国内外の学会で発表
され、学会誌などに刊行された。その詳細は、
以下の一覧表に表記したとおりである。 

⑶国際シンポジムの実施およびその継続事
業計画：継続事業として、パリ日本文化会館
で成果の発表および、学術的な国際シンポジ
ウム「時のうつわ、魂のうつし」(2015 年 1
月 20-24 日)を実施した。これは複製・海賊
版の横行に関する哲学的な考察を軸とする
ものだが、その成果を基礎に、継続する研究
計画として科学研究費補助金申請書「「うつ
わ」と「うつし」：情報化時代の複製技術・
藝術の美的範疇刷新にむけて」(基盤研究 A)
を提出した。これには報告書作成の現時点で、
採択通知を受け取っている。 
⑷国内研究者共同体に対する発信：3 年間の
研究を総括するために、国内シンポジウム
「海賊・山賊・馬賊：無法者 outlaw（アウト
ロー）の社会史にむけて」を2016年2月12-13
日、国際日本文化研究センターで実施し、3
年間の成果を研究者共同体にむかって発信
し、総合的な討議の機会をもった。 
⑸国外研究者に対する発信：研究科学研究費
による成果報告・国際的発信の機会として、
研究代表者の本務先における「国際研究集
会」の実施が 2015 年度に許可された。これ
を受け、Pirates’ View of World History: 
Toward Possible Re-orientations (海賊史
観からみた世界史の再構築)を 2016 年 4 月
27-29 日に国際日本文化研究センターにて実
施した(会議経費は、国際日本文化研究セン
ター予算)。この席で、当該科学研究費によ
る成果を編集した「予稿集」（非売品)を作成
し、5 つの分科会からの報告を受けて海外か
らの招聘研究員と意見交換をなした。その成
果および提言は Nichibunken International 
Symposium Proceedings（国際研究集会報告
書）として現在編集中である。 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
〔雑誌論文〕（計 85 件） 
① 範 麗雅、劇作家・翻訳家熊式一のロン
ドンでの文学・文化活動：中国古典戯曲
の英訳・出版・上演を手掛かりに、アジ
ア地域文化研究、第 12 号、2016 年 7月
（掲載確定）、査読有 
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ルーツの対話」、2016 年、121-142 頁、
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い直す：モダニティーを振り返って再定
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号、2015 年、29-34 頁、査読有 

⑦ 稲賀繁美、Between Revolutionary and 
Oriental Sage: Paul Cézanne in Japan、
Japan Review、No.28、2015 年、133-172
頁、査読有 

⑧ 橋本順光、山田長政の秘宝譚―『日東の
冒険王』からオーストラリアの伝説まで
―、日本研究、11 号、2015 年、99-131
頁、査読有 
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『天下』月刊: 中国古典戯曲の紹介をめ
ぐって、アジア地域文化研究、第 11 号、
2015 年、129-149 頁、査読有、
hdl.handle.net/2261/57155 

⑩ 稲賀繁美、表現主義と気韻生動：北清事
変から大正末年に至る橋本関雪の軌跡
と京都支那学の周辺、日本研究、第 51
集、2015 年、97-125 頁、査読有 
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ンター研究年報、11 号、2015 年、86-94
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略、探求と方法：フランス近現代美術史
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神分析・ジェンダー論以降へ、2014 年、
139-162 頁、査読有 
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用された西洋思想―、比較文化研究、110

号、2014 年、55-65 頁、査読有 
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年、22-46 頁、査読有 
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No.25、2013 年、113-144 頁、査読有 

⑳ 根川幸男、ある戦闘的キリスト者の大陸
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